
板橋区の特別支援教育について

〇 特別支援教育とは

障がいのある幼児・児童・生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取り組みを支援するという視点に立ち、幼児・児
童・生徒一人ひとりの教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するため、適
切な指導及び必要な支援を行うものである。
また、インクルーシブ教育の視点を踏まえ、障がいのある者が通常学級で学ぶ機会を保障することが求められている。

〇 板橋区の現状 ※発達特性に応じて学びの場を選択・変更

天津わかしお学校（千葉県鴨川市）
→健康回復及び健康増進を目指した全寮制の区立特別支援学校

区内小学校12校 中学校８校
→知的発達に遅れがある児童・生徒を対象とした固定学級を設置

① 特別支援教室（STEPUP教室）:区内全小中学校設置
→情緒・行動面での個別の対応が必要な児童・生徒のための教室

② 通級指導学級（きこえとことばの教室）:区内小学校３校
→耳が聞こえにくい児童・ことばに課題がある児童のための教室

学校生活支援員（会計年度任用職員）の設置等
→児童・生徒の安全保持・生活支援・生活介助等

特別支援アドバイザー（会計年度任用職員）の設置等
→学校訪問並びに心理面からの児童生徒の状態把握及び教職員へ助言等

枠内は区の現状
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通級による指導

専門的スタッフを配置して通常学級
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ほとんどの問題を通常学級で対応
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〔通常学級との
交流及び共同学習〕

※上記のほか、区内には都立特別支援学校３校、国立特別支援学校が１校設置


